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1965年 5月， ICI の第 1期生産性交渉" ，人的資源の有効利用と賃金支払体






みられるであろう。同様の指制は， 石田光男， イギリス鉄鋼保全部門の昔使関係， (，同志社大
学評論社会科執」第四号， 38へージ〕にもみられるカ~石田氏の指綱カ主化芋工芸品と同種り
プロセス装置産業である鉄鋼業労使関係分析にもとづくものであることに注目したい。
の ICIの生産生吏捗に関する以下の忽述は主として次の士献によった。 National Board for Pri 
C国 andIncomes， Retort No. 36 Productivity Agreements， 1967 (以下 NBPIR. No. 36 と
暗す);National Board for Prices and Incomes. Report No. 105 Pay of. General Workers 
and Craftsmen伽 lmperialChemical lndu.~tri四 Ltd. ， 1969 (以下 NBPIR. No. 105 Jい略
す); C. Gil1， ]. Morris， lndustrial Relαtio町 inthe Chemical Industry， 1978. これらの他
に ICIの生産生協約を扱った文献は， S. Cotogrove et 0.1， T，加 Nylon尋問問問 1971;W. W. 
Oaniel. Beyond the Wage Work Bargaining， 1970 などがある。イギりス生産性協約全般と
それをめくる状況については，熊沢誠「国家山中り国家J1976に依るところが大きし、。
4) ICI側は!従来専任交渉者をたててし、た慣例をゃぶり，生産部門管理者を含む運営委員会s"
百 ingCommitteeを編成， ICI主要組合側は， TGWU. GMWU. AEU， ETU. NFBTO c全国
レベル専従投員が組合突渉委員会 Unions'Negotiating Sub-Committee を結成¥.-，両者が隔週
で聞かれる合同委員会を形成した。 NBPIR. No. 36， p.63. 
5) 1α 主要組合のうちー艇組合は， 都市ー担労組 Generaland Municipal Wnrken' Union 
(GMWUl.迎輪一般野組 T:ransportand General Workers' Union (TGWU)，塩化学産業
一般労組 Unionof Salt， Chemical and Ind凶 trio.JGeneral Wor1tcrs， Pヲフトユニオン民
合同機械工持物工組合 Amalgama臼dUnion of Engineering & Foundry Workers，合同汽か
ん工造船工鍛冶Lとぴム組合 AmalgamaはedSociety of Boilerrnakers， Shipwrights，副acks
mith and Structural Workers，型工および関連工組合 Associationof Patternmakers & Al 
lied Craft~ 田川電気・電子・電話通信工組合/配管工組合 Electrical Electronic & TelecQm-ノ




委員会 LocalJoint Committee が実施の具体案を示L.職場レベノレのディス
カッション・クソレープが組織された7)。 これが単に労働者層だけでなく監督者
をも含めたものとなったのは， MUPSが 1C1内のあらゆる人々 経営層は
もとより中間管理者，監督者から一般工にいたる全階層ーーの態度と考え方の
変化を要請したからだった。なぜなら MUPSの主要項目の融通性原理6)Flex-
ふ/municati侃 sUnion / Plumbing Trades Union，全国建設工連盟NationalFederation of Buil 
ding Trades Operati ves (これは次の 6組合を代表した組織 タイル克五き工組合 Amalgama.
ted Slate日， Tilers and Roofing Operatives Society，製材工組合 AmalgamatedSociety of 
Woodcutting Machinists，アスフアルト工組合 ArnalgamatedUnion of Asphalt Workers，建
設工組合 AmalgamatedU山田 ofBuilding Trade Workers，量装工内装工組合 Amalgamated
Society of Painters and Decorators，全国板金工銅器工暖房装置工組合 NationalUnion of 
Sheet. Mctal Worker.s， Coppersmiths， Heating &. Domestic. Engineersからなる.)NBPL R. 
No. 105， p. 13; Gill， op. cit.， p.90 
6) 1965年4月の究静要求提示以前から主要組合幹部は ICIが生産性協約の準備をすすめている
ことを知っていた。 1964年に ICIの専門家たちが， ICI とアメリカの主要化学会社との労働生
産性の比較分析をまとめ，問年結成の「賃金構造に関するヲザフォード委員会 1964Rulherford 








剰供給をもたbしたのである。 NBPI.R. No. 36， p. 62; Gill，υ'p. at.， p. 79←82 試験工場には
4工場が指定され，のちに追加工場へ拡大された。




のが目的とされた。 W.W. Daniel， Productivity 8argaining and Workplace Relationships 
SOme Lessow5 of Experience， B. Towers， T. G. Wittingam， Bargm削 lIgfor Change， 1972. 
p.209 
8) 融通性に関する原貝Ijは次のようなもりである。判適切な司崎東を受けた生産オペレタ produc 
t¥On operatorは， 準熟練職種 less~ki l1ed craftの基準作業の中で補助的な部分を形成する職
務を工具を用いて運行しうる。 (b)適切な状況下，熟練工 tradesmen はプヲントを退転するこ/

















それが週給スタッフ職務評価肯IjWeekly Staff ]ob Assessment Scheme (以下







R. No. 36， p. 63 
9) S. Cotogrove et al.，中日t.，chap. 3; W 帆 DanieI，op. cit.， p.209.経営層に関係する乙
とではフォアマンの地位強仕み保全部門と運転部門の巨別の廃止などがあった。 NBPI.R. No 
105， p. 22 
10) MUPSの場合，熱椋工に対しとは肱然，能)J結制目安罫が残ったとする資料もある。 NBPI
R. No. 105， p.7， p.21-22 それによれば熟練工のグレー ド制は』職務評価を基準とせず， 各個
人の熟練と能力を判定して支払う方式である。






















1l) 各サ弓リー レベルに最高級と最低級の枠が定められており，各ラングの最高サラり をとる労
働者炉標準産出畳を維持できないときは.10克までの減給がある。 MUPS安捗開拍時に示され
た額は，グレー ドlに年720ポッド， グレ ドRに1.100ポンドだった。 NBPI.R. No. 36， p.64 
12) 主要なものだけでも200以上の改定があわ.8.000人以上に時響を与えた。 NBPI.R. No. 105， 
p.6. WSA実施桂は基本的に全廃されたといわれるが， 部に静~:ff:したとする資料もある。
T. Nichols and P. Armstrong， Worke口 D印 ided，1976， p.36.平均収入は13%上昇。 NBPl.
R. No. 105， p. 21 
13) W. W. Daniel， op. cit.， p.211-212 
14) 減少分は解雇でなく l 他プラントヘ転勤させられた。 NBPl 且 No.105， p.22 ただし./














十 I I 
轄書聖母宅与問)1 1-一 一一一一「ム
Jト主はシ シフト手当 !霊
フト格差解 I 1 哩
Nichols & Beyno山中 cit.，p. 112. NBPI.且 No.105， P. Verma， The Cheηrical 








オフ協定 check-o百 agreementを中心とする ICI 公式労使関係制度への労働








15) WSAは， 1928年以来白昇進制スタッフ グ νー ト制の持遇，週給制
間延長などを全岩働者へ拡大して実施する側面をもっていた。
16) Gill， opαt.， p.95; T. Nichols and H. Beynon， Living削 'thCapitalism， 1977， p.114 
ICIにおける労働組合主義 く465) 73 


















17) Nichols & Beynon， op. c叫と Nichols& Armstrong， op.citに共通にとりあげられている
事冊である。同書において仮名 ChmCoとして取り扱われている会社が ICIであることは， オ
ックスフォード大事の労使関係研究者 E.B氏の証言などから得た情報であるがj そ白他同書の
中で Chemc。が1974年に労働党。国有化の候補企業リスト江左りあげられたととも根拠の一つ






74 (466) 第 135巻第5・6号
E在1表 リパサイドのシフトの一例
円 -，---一一一一一一一一寸f¥| 第 1週|第 2週|第 3週|第 4 週
担¥|月火水木金土目|月火水木金土日|月火水木金土日|月火水木金土日
A I DDAANNNトー DDAAA¥NN--DDDI山 N-
B I AANN---IDDAANNNI--DDAAAINN一 DDD
司王百二二DDDIAANN==--IDDAANNNI一 DDA--i
D I--DDAAAINN一 D一元|瓦NN一一一 IDDAAN~百五|
柱) D 午前シフト 6a.m.-Z p.m.， A 午後シフ 1.Z p.m.-lU p.m.， N 夜間 γ
フト 10p.m.--6 a.m.， ;lフ












































18) Nュchols& Armstrong， op. ciι， p.42 
19) Ibid.， p.29-30. 




























































ラY トレベノレ交渉によるのは労働条件手当1ixed回目imaumaddition for bnd 
24) lbid.， p.118 
活 (470) 第135巻第5・6号
working condi1:ionのみとなった幻〉。これは，コンディションマネー condition。






25) 労働側は ICI主要組合杭全ブルーカラ 卦働者 WeeklyStaff約52，100人を代表する交渉
者をたてる。佐吉側は，中央労働部 CentralP目 sonnelDepartment (以下CPDと略す〉カ日交
渉にあたる。 ICIの人事政革 personnelmanag日 lent~;t，重役会と CPD を中心とする階層的
中央集権体制によって確立さオ札それが全会牡の状況を統制している。 CPDは賞金交接に闘して
は重役会に会社主捗での限界令規定さわているが，その他の人事事項，つまり組合との炎銑人
事計画，労使閲保 employee日 lations，年金，情報，娯楽などの全権限を掌握している。 CPDの







充実がすすんでいる。最近の週給スタッフ紛争処理手続 WeeklyStaff Dispute Procedure は
階居的に手続を定めている(第1:1<"0，紛争処理日数を開示し厳守することは，紛争解決のスピ
← l'ア vプにつながり j 紛争が固定化したり，より大きな紛争を生むのを未然に防ぐ効果をもっ
ている。紛争内容はj 賃金に関するものが多い。紛争処哩手続は労使協議会制とともに，瑞場レ
へノレの組合交酔の対象と機会をよりム位ヘ躍タナ作用をもっている。 Gill，op. cit.， p. 90-91 
第1表紛争処理の段階
段 「て三二王二二王二] 期 限
団 職場 I ベ Ir紛争当事者とそ¢ 豆ツプヘ1 チニワ-)-' I 3日以内と解決しないと固が
H工場 L レ官哩者 I 2週間1;)内 ζひらかれる。






国 主脳会議 |当該事件に関係のない CPDメンパ
出国D Gill， op. cit.， p.91より筆者が作成。









TGWU，GMWUなど ICI主要組合は， 1965年以前から労使共同委員会 joint
working partyに参加してそれまでの部分的導入の職務評価賃率について検討
を重ねていた。賃金構造の規定外支払項目をな〈し，格差賃率に関する紛争を





26) Ni-chols & Armstrong， op. cit.， p.43-45. 
27) 1965年にスタートした週給スタッフ職務評価制(以下 WSJAS)は，集団による評価方式と苦
働者の参加を認めた点で従来のものと区別される。 WSJASは事業部レへルと会社レベルの調整
委員会 divisionaland company coodinating committe自によって監視制御されるとともに運
営されるu ζの委員会は WSJASの格付政策全体をみわたLバランスぞとるために 3ヶ月にl
度召集され，最近3ヶ月聞の評価を検討し各工場開の政革の一貫性を保つ。その事業部レベルの
開整委員 divlsionalcooclinatorたちは，提出きれる職務評価要求の把理と評冊委員団回目隠








う必要があるときは CPDが会仕レベル委員団 CompanyAssessment Resource Panelを召集
する。 Gill，ot. cit.， p.106-107. 
28) Ibid.，p. 112.格差については第2表を参同叩 ノ




















¥、 第2表一般工(グレード 4)と保全工(グレー ド7)の賃金収入格差(%)
、~I 71 4 7/5 
1969 26 1 6 
1972 24 1 6 
1974 22 1 5 




出所う Gill， op. cit.， p.116. 
29) Ibid.， p. 11告 115

























30) MUPSでは165詰， WSAでは7克の平均賃上げが提示された。 Ibid.，p. 95. 
31) Nichoh & Armst:rong， op. cit.， p. 39 
32) Ibid.， p. 43 








その一つの例が肥料プラ γ トの袋つめ職場で見出される問、そこでは WSAの
導入にかかわらず，以前かb労働者たちが確立していた作業規律を引き続き維
持していた。本来の作業規定によれば，その職場では 4人のうち 3人が常時就
労しなくてはならない。しかし彼らはそれを 2人にカットした。つまり 1人 1







34)Ibid'J p. 126-121 
35) 労使協議会制は， 1929竿に WorksCouncilsが賃金苦働条件以外の諸問題を強う陪層的制度











それはあ〈まで経営路縄にそ〈した司l牒 2こな n た。なおととでは基本的に吏捗手続対象kならな
い項目を適切なテーマとみなすが，近年では投資問題・雇用問題もとりあげている。 Gil1.op. 
"九 p.97-98 
36) Nichols & Beynon， op. cit.， p.135 
37) Ibid.. p. 136. 


























「労使問団研究 3J， 19810 同， イキリス鉄鋼i呆全部門の封使関侃 「同志社大学 評論・社会
事学」第23号。
39) 制度化されたものの仙L リパサイドり管理者たちは労働者支配のさまざまなヲクニックを身
につけてし、た。ショップ スチ斗ワ ドをフォアマン代理に任命したり，スチュワ ドと軍手理者
の定伊足量議後に飲食機会を提供したりという労務管理術は，安定的操業主確保するために必要だ
ったc 同程度の機械工業と比べ労働者1人当りの資本領が大きいためにその意義は大きかった。

























40) Nichols & Beynon，ο'p. cit.， p.116 
41) NichoIs & Beynonによると多くの ICIのL場では多かれ少なかれリバサイドi場に類した
状況があるという。数少ない例外は，北部自中心工場で，そこには組合活動の拠点があるためで
ある。 lbid.，p. 118. 
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